
南紀生物＇ 58 (1): 44-47, 2016 

鹿児島県から得られたオオメメダイ科魚類ミナミメダイAriommahrevimanum 

畑 晴陵ネ ・伊東正英付 ・本村 浩之日＊

Harutaka HATA, Masahide !mu and Hiroyuki MOTOMURA : 

Ariomma breνimanum (P巴rci「ormes Ariommatidae) from Kagoshima Prefi巴ctu町 southernJapan 

はじめに

オオメメダイ科 Ariommatidaeはオオメメダイ属An-

omma 1属からのみなり （HAEDRICl-I& HORN, 1972; LAST, 

大学校），およびYCM（横須賀市自然 ・人文博物館）。

なお，A breνimanumに適用する標準和名は中坊 ・土居

内 （2013）にしたカfい，ミナミメダイとした。

2001）＇日本からはミナミメダイ Abrevimanum (KL山 Z Ariomma breviman川，I(KLUNZINGER, 1884) 

INGER），マルイボダイ』 indict川 （DAY）.およびオオメ ミナミメダイ （図 12；表1)

メダイAluridum JORDAN & SNYDERのHifIが知られる（中 調査標本 3個体－KAUML 25493，体長 241.0111111, 

坊 ・土居内。 2013）。そのうちミナ ミメダイはこれまで KAUM I. 25494. 体長241.0111111，鹿児島県南 さつま

国内において神奈川県三崎，三重県志摩，和歌山県串本， ・m笠i少川町11¥Jihljl南側 （31°24’49H N, 130。07'00" E), 
高知県土佐湾，i町長水道，熊本県天平 鹿児島県与論鳥， 水深 27111, 2009年11月91:1, 定世網，伊東正英，

および沖縄県沖純島から記録されている（仁j:i坊・土居内， KAUMーI.77464 (I吻端を損傷しているため，体長は計測

2013 : :J:ili, 2014）。 不能，およそ 739111111），鹿児島県トカ ラ列島口之島北

2009 "1° 11月9日に鹿児島県南さつまr!I笠沙lllJi'i＇から 方 （30。01’N,130。11'E），水深200300 111, 2015年8

2個体.2015年8月4日にトカラ列島北方から I111il体， 月4日，釣り（鹿児島市中央卸売市場にて購入）， 畑

di・3個体のミ ナミメダイが採集された。これらの燃本は H青陵・田中 積。

鹿児島県本土とトカラ列島における本種の楳本に基づく 記載： 計数形質と体各部の体長に対する；lflj合を 丁目ble1 

初めての記録となるため，ここに報告する。 に示した。体は前後方向に長い長楕円形で似lj席iし 体高

材料と方法

計数－言liJ!iJ方法はTABETA& ISHIDA (1975）にしたがっ

た0 ti：！：準体長は体長と表記し計測はデジタルノギス

を！日いて01 111111まで行った。ミナミメダイの生鮮時の

体色の記載は，固定前に搬彩された鹿児島県産の3楳

本 （IくAUMーI.29453, 29454, 77464）のカラー写真に基づ

く。内臓の記載は， トカラ列島産のl襟本 （KAUMI 

77464）に基づく。標本の作製， 登録， Ji前；5，回定方法
は本村 （2009）に準拠した。本報告に用いた標本は， 鹿

児山大学総合NI究博物館に保管されており，上認の生鮮

II寺の写n:は同館のデータベースに主主録されている。 本幸I~

告1:j:iで用いられている研究機関Ill告号は，FAKU（京都大

学），KAUM （鹿児島大学総合研究博物館），SUF （水産

は背時第9刺i起部で、最大で＼イホ聞は胸鰭j包古II付近で最大。

体背縁は上顎先端から l~'f~！~起古IIにかけて緩やかに雌り上

がり，そこから第2m！再起部にかけて体lji1l1と平行となっ

た後，尾鰭基底にかけてなだらかに下降する。休腹縁は

下顎先端からJJ)i鰭基底後端にかけてなだらかに下｜砕し

そこから尾崎基底にかけて緩やかに上昇する。背鰭は2

基。第I背鰭起音I＞はJI矢崎起音IIよりも僅かに後方に位置し

第2'11干鰭j包音IIは格付書起fillよりも僅かに前方に位i置する。

第 2 背鰭基底後端は物自~l~I氏後端直上に｛立mする。 JI旬鰭

基底上端は日！』悲後端よ り僅かに後方に位i墜し ）胸鰭基底

下端はJI夏日清起音IIより僅かに前方に位置する。JJ旬鰭後端は

尖り，背鮪第5-n司l基底直下に達する。野崎起音IIは背憾

第3軟条j也部直下に位置し瞥鰭基底後端は出背鰭基底

後端直下に位置する。 尾鰭は二叉型でi~~ く 湾入する 。 イ本
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図1 ミナミメダイ。（A)KAUM-l. 25493，体 長241.0mm, (B) 
KAUMーL25494，体長241.0mm, 2009年11月9日，鹿児島県
南さつま市笠沙lllT野間川l南側

Fig. 1. Fresh spec日mensof A1 io附 mab1官νi111a1111111.(A) KAUM L 25493’ 
241.0 111111 SL, (B) KAUMーL25494, 241.0 111111 SL, Kasasa, Kagoshi 
111a Prefecture, southern Japan 

図2 ミナミメダイの （A）左体側と （B）切断面。KAUM-l.
77464，体長約739.0111m, 2015年8月4El，鹿児島県トカラ
列島口之島北方

Fig. 2. Lateral (A) and (B) cross section views of Ariomma b1官V/11101111111

KAUMーL77464, ca. 739.0 111111 SL, north ofKuchino shi111a island, 
the Tokara ls lands, Kagoshi111a P1 efecture, southern Japan 
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は円鱗で、被われるが， ~Ji音fl，各鰭は無鱗。 頭部背面の有 H音い若草色。虹彩は黄色がかった銀色で，｜産孔は青みが

鱗域の先端は限の後縁に達する。II艮と｜盤孔はともに正円 かった黒色。口l庄内は暗色。精巣は淡い薄黄色。飢弁は

形。鼻孔は2対で前非孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の ｜暗赤色。心臓は鮮赤色で，肝臓は赤みがかった茶褐色。

前縁前方に位置する。前鼻孔は正円形を呈し，後鼻孔は アルコール保存標本の体色 体背面から体側上部は紫が

背腹方向に長いスリ ット状。両必孔にj支弁は無い。口は かった黒色で．体側は一様に銀色を帯びた淡い1－＆＇褐色と

小さく端位で， 厚い唇に被われる。前鯨蓋骨と偲蓋骨の なる。

後縁はともに円滑。偲杷は細長い。銀、弁は細長いフィラ 分布 日本国外ではハワイ諸島，マリアナ諸島，南シナ

メン ト状。擬燃を有する。腸の巻き方は複雑で，多数の 海，イン ドネシア，および紅海から知られている（JORDAN

！百曲点カfある。 & SNYDER, 1907 , FOWLER, 1923，ク」菊fほカ＇， 1982, AJID 

生鮮時の色彩 体背而から体側上部は黒色。体側中央か & MAHASNEH, 1986; LAST, 2001; Ho et al,, 2010，中:J;lj.土

ら体腹面にかけては一様に銀白色。JJ旬鰭は茶色がかった 居内，2013;Bos & GUMANAO, 2013; Ho et al,, 2013）。 日

黒色。腹鰭各鰭条は白色で，鰭股は黒色。第l背鰭と第 本国内では神奈川県三崎，三重県志摩？和歌山県串本，

2背鰭は茶色がかった怨色。腎鰭は白色半透明。尾鰭は 高知県土佐湾，大分県豊後水道。熊本県天草，鹿児島県
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表1 鹿児島県産ミナミメダイの計数形質及び体各部の体長に対する割合
Table 1. Counts and measurem巴nts,expr巴ssedas perc巴ntagesof standard length, of specimens of Ariomma breνimanum合om

Kagoshima P1巴fecture,southern Japan. 

Standard lcngih (111111) 

Counts 

Dorsal fin spmes 

Dorsal一日nrays 

Anal－日nspines 

Anal fin rays 

Pectoral-fin rays 

Pelvic一日nspines 

Pelvic fin rnys 

Lateral line scales 

Branchiostegal rays 

Upper gill rakes 

Lower gill rakers 

Total gill rakers 

Measurements (%SL) 

Head length 

Body width at upper pectoral-fin base 

Body depth at middle of dorsal fin base 

Distance白0111pelvic-fin insertion to anal・日nong111 

Distance from !Op of snout to first dorsal－日norigin 

Disiance from lop of' snout Io second do1sal fin orig111 

Distance from 1op ofsnouI to upper pectoral-fin base 

Distance from top of snout IO anus 

Distance from top of snout to anal-fin ong111 

Snout length 

Eye diameter 

ル！axillarylength 

lntcrorbital space width 

Postorbital length 

Caudal peduncle depth 

Caudal-peduncle length 

Length of longest spine of first dorsal fin 

Mman11晶satsuma Mmam1・satsurna Takara Islands 

KAUM-1. 25493 KAUM-1. 25494 KAUM I. 77464 

241.0 241.0 

Modes 

11 11 11 11 

15 15 14 15 

2 2 2 2 

14 15 13 13 14 15 

23 23 23 23 

1 1 1 

5 5 5 5 

48 48 

8 8 

10 10 9 10 

20 20 23 20 

30 30 34 30 

Means 

28.8 29.1 29.0 

14.0 14.8 14.4 

24.4 25.6 25.0 

31.8 30.8 31.2 

34.8 35.6 35.2 

61.0 62.8 61.9 

30.4 30.5 30.4 

62.1 61.8 61.9 

63.5 64.4 63.9 

9.1 9.3 9.2 

6.6 6.4 6:5 

6.9 6.7 6.8 

8.2 8.4 8.3 

13.1 13.0 13.l 

5.3 5.3 5.3 

9.2 10.4 9.8 

10.4 10.4 

与論島，およびir!I｛：他県沖縄島から記録がある （中坊 土 たAbrevi1nanum l個体 （SUF7401011，体長 393111111) 

j舌内， 2013.対II. 2014）。 本研究によって新たに鹿児島 を報告すると同H寺に和名ミナミメダイを提唱した。i:1コ

県南さつま市笠沙｜！日（薩摩半島西岸）と口之島北方 （ト 坊 （1993）は盟後水道南部沖ノ島周辺から得られた体長

カラ列島）から記録された。 486111111のミナミメダイ l個体（FAKU39334）を報告し，

備考 鹿児島県産の標本は，頭部背面の有鱗域の先端 ｜河村 （1997）は土佐湾から得られたミナミメダイ I個体

は｜恨の後縁に述する こと，体高が体長の 24.4-25.6%で を報告した。111回 ・工藤（2000）は神奈川県三浦市三崎

あること および｜｜良径が頭長の 21.923.l %であること Ill］諸機沖に設置された定置網で得られた全長 157111111の

が LAST(2001）やi:1:1:1;Jj.土賠内 （2013）の報告したA ミナミ メダイ l個体何CM-P31616）を報告した。御前

brevi111a1111111の付：徴とよく 一致したため，本極と同定さ (2002）は和歌山県東牟婆＇／ tll串本町大島に設置された定

れた。 i量綱で符られた，体長345111111のミナミメダイ 1個体と，

Ariomma brevi111a1111111を日本から初めて報告したのは 三重県志摩市利具で釣獲された体長 348111111の本極l個

経団ほか（1975）である。彼らは沖縄本鳥ii!Iから得ら 休を報告した0 1.111 (2014）は与論島近海から得られた本

れた体長 285.2111111のlill!!体を A evermanniとして報告 種 l個体（KAUMーl.47837）を報告した。したがって，

すると同時に，和名ナガメダイを提唱した。現在， A ミナミメダイは日本国内ではこれまで神奈川県三崎． 三

evennanniはA brevimanumの新参異名であると考え 重県志摩和歌山県串本高知県土佐湾，大分県豊後水

られている（KARRER,1984）。 また， TABETA& ISHtDA 道，熊本県天草，鹿児島県与論鳥，および沖縄県沖利島

(1975）は熊本県天草諸島沖合の水深 80Illから得られ から記録されていた （中坊 ・土居内，2013；畑， 2014）。



本研究で調査した鹿児島県産の標本は，鹿児島県本土お

よびトカラ列島からの本種の初めての記録となると同時

に， 日本における 9例目の報告となる。

LAST (2001）は本種が表層性または深海性であるとし

岡村 （1997）と中坊 ・土居内 （2013）は本種が表層性で

ある可能性を示唆した。TABETA& ISHIDA (1975）の報告

した体長393mmの個体は熊本県天草諸島沖合の水深80

mから得られているほか，本研究の記載標本においても，

体長 241.0mmの2個体 （KAUML 25493, 25494）は最

大水深 27mの定置網によって得られているが，体長お

よそ 739.0mmの個イ本 （KAUMI. 77464）は71'深200-300

mから釣りによって得られており，本穫の大型個体に関

しては中深層を主な生息、水域とする可能性が高い。
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